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＜連絡事項＞

· 本日と明日、17:30～千葉記念講堂にて法人研修が開催されます。各自、時間を厳守し参加して下さい。テーマは[交通安全～飲酒運転の危険性ついて～]となります。

· 7/16（月）に青陽館のお披露目が予定されているとの事。詳細については再度連絡が来る事となっています。

· 栄養セットが今まで使用していた物から新しい物へと変更となります。それに伴い、栄養セットで使用する注射器も指定の物へと変更となります。

· 患者様の身体急変時は、家族への連絡も速やかに実施して下さい。大切な家族介入、ケアとしての位置付けを理解する事が必要です。

· 6/18（水）までに各自、担当患者様の5月分のカルテ整理を進めて下さい。

· 本日、入院2名あり。東病棟の総数が52名となっています。新たに入院があり、総数が53名となる場合には、古館　正行様と大久保　敏彦様を西Bユニットへの移動を予定していますので、担当はサマリー作成とカルテ整理をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 麦沢　守様～本日の診察時、退院についての確認が聞かれています。保護者（姉）様
　　　　　　が面会に来られていた為、主治医（安ヶ平Dr）との面談を実施。面談の
　　　　　　結果、保護者様も退院後の受け入れは可能との事で、7/14（土）退院の
　　　　　　予定となっています。退院時処方2週間分（7/18～7/31まで）処方。初
　　　　　　外来日は7/28（土）となっています。担当はサマリー作成とカルテ整理　
　　　　　　をお願いします。

· 井畑　光湖様～生理の遅れによるものと思われる下腹部の痛みがあり、本日、婦人科
　　　　　　　診察行っています。HCG尿検査施行し、結果は陰性。現在は腹痛無く、
　　　　　　　帯下が多いのが気になると本人より訴えがあります。ピオクタニン+フ
　　　　　　　ランセチンパウダーにて処置施行。明日（7/11）より、性ホルモン剤（2
　　　　　　　×朝・夕）3日分が臨時処方となっています。生理が始まったら、服用
　　　　　　　を中止して下さいとの指示。3日間服用後に生理が始まったら報告（小
　　　　　　　坂Drへ）するようにとの事です。

＜新入院患者様＞

· 清水　泰雅（シミズ　ヒロマサ）様　33歳　　
主病名：統合失調症　強迫神経症　入院形態:任意入院　主治医:川端Dr

（入院までの経過）

当院2回目の入院。平成15年9月1日、当院退院後は、青山荘入所を経て自宅療養となり、自宅からデイケア通所を続けていたとの事。徐々に生活リズムに乱れが生じ、入浴に4時間も要する事があった様子。最近では「疲れた」という理由で入浴もしなくなり、服薬も不規則になっていたとの事。本日家族同伴で受診し、本人と家族から入院治療の希望があり、生活リズムの改善・薬物調整・症状改善目的で、本日12:00、東Bユニット1号室に任意入院となっています。

（入院後の経過）

落ち着かない様子はあり、スタッフ対応（病棟オリエンテーション）時にオドオドした様子が見られています。本人からの訴えは無く、指示の採血や服薬の拒否はありません。臥床がちに過ごしていますが、ホールを訪れてテレビを静かに観ている事もあります。

· 玉井　悠作（タマイ　ユウサク）様　66歳　
主病名：アルコ－ル性認知症の疑い・反社会性人格障害　身体合併症:肝硬変

入院形態:医療保護入院　主治医:川端Dr

（入院前の経過）

若い頃は、暴力団の組員をしていたとの事。長年、生活保護を受けての生活。今までに数回の傷害事件を起こしており、警察に保護される事もあった様子。平成19年7月9日、タクシ－の無賃乗車で警察に保護され兄が支払いをし、釈放されているが、再び警察に保護。暴力団に追われている、無線から声が聴こえてくる、アパ－トの2階から声が聴こえる(誰も住んでいない)と言い、付近住民とのトラブルや苦情が多かったとの事。兄が保健所に相談し、入院治療の希望もあり、当院を紹介。本日、本人・兄・保健師・警察同伴で受診。興奮・暴言があり、入院治療への同意も得られない為、東Aユニット8号室（終日隔離）に医療保護入院となっています。
（入院後の経過）

入院時は興奮著しく、男性スタッフ4名の介入を要しています。右第4指付け根に裂傷あり、化膿もしている事からイソジン消毒し、エルタシン軟膏塗布。ガーゼにて保護しています。興奮は徐々に落ち着き、食事も摂取出来ています。食事の際、「毒が入っている･･･」との発言は聞かれています。食後は布団に横になり過ごされています。













